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【
生
き
る
場
所
（
集
団
移
住
）】

　
教
師
志
望
の
学
生
に
は
、
教
師
で
い
い
の
か
、
ど
う
い
う
教
師

に
な
り
た
い
か
よ
く
問
い
か
け
る
が
、
最
近
は
、〈
ど
こ
で
〉
働
き
、

生
き
た
い
か
を
優
先
的
に
考
え
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
る
。

　
自
治
体
に
よ
っ
て
、
採
用
試
験
へ
の
対
策
が
か
な
り
ち
が
う
こ

と
も
あ
る
が
、〈
ど
こ
で
〉
を
考
え
る
こ
と
で
、
教
師
像
な
ど
も

一
気
に
具
体
性
が
増
し
、
そ
の
準
備
で
学
生
時
代
に
や

っ
て
お
く
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。

　
生
活
す
る
場
所
の
問
題
は
、
東
京
集
中
・
極
点
社

会
化
な
ど
、
全
国
的
な
人
口
流
動
の
問
題
、
ひ
い
て

は
社
会
や
国
の
あ
り
か
た
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　
大
き
く
歴
史
的
に
と
ら
え
る
と
、
日
本
は
、
集
団

移
住
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
流
動
的
な
社
会
で
あ
る
。

　
北
海
道
は
、
近
代
の
人
口
移
動
に
つ
い
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
提
供
し
て
く
れ
る
重

要
な
場
所
で
、
服
部
が
一
九
五
二
年
に
北
海
道
に
行
っ
た
際
の
紀

行
文
（
文
献
①
）
に
あ
る
よ
う
に
、
近
代
は
東
北
旧
「
賊
」
藩
の

士
族
に
よ
る
開
拓
、
犯
罪
者
や
思
想
的
犯
罪
者
の
「
利
用
」、
炭

坑
な
ど
の
開
発
に
伴
う
人
口
集
中
、
官
営
企
業
払
い
下
げ
に
よ
る

工
場
へ
の
人
口
集
中
が
あ
る
。
ほ
ぼ
全
国
か
ら
の
移
住
が
あ
り
、

「
内
地
」
と
は
、
親
戚
の
親
戚
ぐ
ら
い
で
北
海
道
と
つ
な
が
り
が

あ
り
そ
う
で
あ
る
。
文
献
①
の
時
代
の
後
、
高
度
経
済
成
長
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
人
口
の
減
少
、
流
出
が
課
題
に
な
っ
て
く

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
、
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
と

の
関
係
が
、
新
し
い
意
味
を
も
っ
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
近
代
の
前
だ
と
、
信
長
の
時
代
で
は
、
前
田
利
家
が
加
賀

（
石
川
）
へ
、
加
藤
清
正
が
肥
後
（
熊
本
）
へ
行
く
な
ど
、
尾

張
名
古
屋
出
身
の
家
臣
が
全
国
に
集
団
移
住
す
る
。

江
戸
時
代
で
は
、
国
替
え
に
よ
る
集
団
移
住
が
行
わ

れ
た
。

　
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
人
々
に
、
移
住
し
て
き
た

人
が
次
々
混
じ
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
支
配
や
敵
対
関

係
で
は
な
く
、
前
に
い
た
地
域
と
新
し
い
つ
な
が
り

を
生
ん
で
活
か
し
あ
う
よ
う
な
関
係
づ
く
り
が
〈
地

域
に
根
ざ
す
〉
課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

〈
参
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① 

服
部
之
總
（
し
そ
う
）「
望
郷
│
北
海
道
初
行
脚
」（『
改
造
』
初
出
時
は
「
さ

い
は
て
の
地
を
往
く
│
北
海
道
初
行
脚
」）。「
青
空
文
庫
」http://w

w
w
.

aozora.gr.jp/cards/0
0
1
2
6
3
/files/5

0
3
7
0
_4
0
6
7
1
.htm
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② 
谷
川
彰
英
『
名
古
屋
地
名
の
由
来
を
歩
く
』（
ベ
ス
ト
新
書
）
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
ズ
、
二
〇
一
一
年
。

　

③ 

柄
谷
行
人
『
遊
動
論　

柳
田
国
男
と
山
人
』（
文
春
新
書
）
文
藝
春
秋
、

二
〇
一
四
年
。
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